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２つの滑らかな射影代数多様体Xres およびXsmがあるGorenstein特異点を持






(I): 3次元の conifold transitionと呼ばれる端転移の場合に，Li と Ruan の有
名な結果 (Invent. Math. 2001)を用いてXsmの量子コホモロジーがXsmの量子
コホモロジーにおいて例外曲線に対応するNovikov変数 qexcを 1に制限したもの
の部分商 (subquotient)として実現されることを示した．またこの部分商を定め
るフィルトレーションは次の２つの自然な記述を持っている．(a) Xres, Xsing, Xsm
のコホモロジーの間の自然な写像から定まる．(b) Xresの量子接続の特異性に
沿っての nilpotent residue から定まる．











であり，例えば，複素 3次元多様体の中の実 2次元球面を実 3次元球面で置き換






様の観察が高次元の二つの例 (Gr(2, 4)およびGr(2, 5)) でも成り立つことを具
体的計算により示した．ここで興味深いことは，resolutionの量子コホモロジー
の特異点における量子積の residue は resolution のコホモロジーにあるフィルト
レーションを定め，smoothing の量子コホモロジーはその部分商となっている，
という観察である．肖氏の学位論文は，高次元の端転移のもとでの量子コホモ
ロジーの変化を初めて記述したものであり，重要である．またミラー対称性か
ら，本論文で観察されたものと同様の現象はより一般の端転移で成り立ってい
ると考えられ，今後の研究の進展が期待される．
よって，本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める．ま
た，論文内容とそれに関連した事項について平成２７年７月８日に試問を行っ
た結果，合格と認めた．
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